
1  

第 1章 事業の概要 

1-1 事業者の氏名及び住所 

(1) 事業者の氏名 

城南衛生管理組合 管理者 山本 正 

 

(2) 事業者の住所 

京都府八幡市八幡沢 1 番地 

 

1-2 対象事業の名称 

折居清掃工場更新事業 

 

1-3 対象事業の目的及び内容 

1-3-1 対象事業の目的 

近年の生活様式の多様化や利便性の向上は、多くの廃棄物を生み出し、地球環境へ

の負荷を増大させている。また、廃棄物からの資源、エネルギー利用については重要

な課題となっており、わが国では「持続可能な発展」を目標に掲げて、循環型社会づ

くりへの取組みが進められている。 

平成 13 年 1 月に施行された「循環型社会形成推進基本法」(平成 12 年 法律第 110

号)では、循環型社会の形成に向けて、国、地方公共団体、事業者及び国民の果たす

べき責務が明らかにされており、地方公共団体は、資源の適正な循環利用、処分が行

われることを確保するために必要な措置や政策を実施する責務を有するとされている。

本法では各種リサイクル法等の枠組みのもと、リデュース、リユースに続いて、資源

をより有効利用するため、廃棄物のリサイクルを行うという 3Rへの取組みが強化され

てきたところである。また、平成 14年 3月に決定した「地球温暖化対策推進大綱」で

は、廃棄物分野に関連する施策として、廃棄物の発生抑制、再利用、再生利用の推進

による廃棄物焼却量の抑制を図りつつ、燃やさざるを得ない廃棄物からのエネルギー

を有効活用する廃棄物発電やバイオマスエネルギー活用等により、化石燃料の使用量

の抑制を推進するとしている。さらに、平成 21年 3月には、環境省から「高効率ごみ

発電施設整備マニュアル」が発行され、ごみ発電施設の高効率化に向けた施策が進め

られているところである。 

このような状況において、城南衛生管理組合(以下「組合」という。)管内では、折

居清掃工場(以下「旧施設」という。)とクリーン 21長谷山の 2施設で可燃ごみの焼却

処理を行ってきたが、組合管内において発生するごみを長期にわたり安定的に処理し、

かつ、地球温暖化防止に寄与することを目的として、経年劣化が進行した旧施設を更

新した。また、この施設更新にあたっては、次に示す基本方針に配慮した。 
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【1】安全・安定的に処理できる施設とする。 

折居清掃工場の更新施設（以下「更新施設」という。）として、旧施設同様ごみを

確実に安定的に処理できること。 

安全で安定した施設運転により、事故や運転管理のトラブルがないこと。また、多

様なごみ質に対応し、年末年始及び災害ごみ等臨時的ごみの増加にも安定的に対応で

きる施設とする。 

 

【2】環境に配慮した施設とする。 

排ガス、悪臭、騒音、振動、排水による影響等周辺環境の保全に配慮し、十分な公

害対策を講じた施設とする。 

また、旧施設敷地内で施設建設をすることを踏まえ、周辺環境にも配慮した計画と

する。 

 

【3】経済性に優れた施設とする。 

施設供用後の運転操作及び保守点検が容易で、施設建設費、運転管理費等ごみ処理

経費の低減が可能な経済性に優れた施設とする。 

 

【4】ごみの持つエネルギーと水資源の有効利用を図る。 

ごみの持つ発熱エネルギーを有効利用する。 

また、ごみ処理過程で発生する工場排水の再利用を図り、上水の使用量削減に努め

る。 
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1-3-2 対象事業の内容 

(1) 対象事業の種類 

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（昭和 45年法律第 137号）第 8条第 1項

に規定する一般廃棄物処理施設である焼却施設の設置の事業 

 

(2) 対象事業の規模 

一般廃棄物処理能力：115t／24時間（57.5t／24時間×2基） 

［約 4.8t／時間］ 

 

(3) 対象事業実施区域の位置 

京都府宇治市宇治折居 18番地（図 1-3-2.1参照） 
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図 1-3-2.1 環境影響評価を実施した地域 

この地図は、国土地理院発行の 2 万 5 千分 1 地形図を使用したものである 

事業地 市町界 




